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喫煙マナーの徹底について

JABA

各地区連盟　　　御中

各加盟地方団体　御中

各加盟チーム　　御中

平素は弊連盟各種事業にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。

さて、先般開催のJABA東北大会で使用した「クリネックススタジアム宮城」において、
チーム関係者の球場使用に関わるマナー違反について指摘があったとの報告を受けました。

当委員会では、JABA東北大会に出場したチームに対し文書で注意喚起を促すと同時に

各地区連盟並びに各都道府県連盟を通じて全ての加盟チームに対し再発の防止を通達する

ことと致しました。

各地区連盟並びに各加盟地方団体及び各加盟チームにおかれては、関係者の喫煙マナーに

関する注意喚起と併せてJABA「スピードアップ・マナーアップ要綱」の徹底につきご
指導をよろしくお願い致します。
なお、不明な点がありましたら、JABA事務局までご連絡ください。

記

1．クリネックススタジアム宮城側からの指摘内容

（1）チーム関係者が球場内の禁煙区域において灰皿を持ち込んで喫煙をしていたので

注意を促した。（5／8）

（2）一度注意をした後、そのエリアの封鎖を強化したにもかかわらず、封鎖を勝手に

解放、再度侵入された。また、そのまま放置された。（5／8）

（3）禁煙エリアであるブルペンに灰皿を持ち込んで喫煙しているところを発見した。

本部役員に同行を求め、現場を確認してもらった。

（5／10）

2．JABA東北地区連盟の対応

後日、球場側に謝罪し、始末書を提出した。また、JABAコンプライアンス委員会に
内容を報告した。

3．JABAとしての対応案

JABAコンプライアンス委員会において協議し以下のとおりとした。

（1）JABA東北大会出場全チームに対し注意喚起の文書を通知する。

（2）コンプライアンス委員会から各地区連盟並びに各都道府県連盟を通じて全加盟チ
ームに対し再発防止を通達する。

（3）競技力向上委員会並びに規則・審判委員会委員には、スピードアップ・マナーア
ップ要綱の遵守について現場での指導の徹底を促すこととした。

以上


